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西安と古城壁

写真：柏倉さん撮影
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 紀元前214年頃に万里の長城を築いた秦の
始皇帝によって統一された中国の最初の
首都。

 現存する城壁は唐の長安を基礎にして、
1370年から1378年にかけてレンガを積
み重ねて作られた。西安市内を周囲
13.7kmにわたって囲む。

 城壁の規模は、長さ東面2,590m、西面
2,631m、南面3,441m、北面3,244mで、
高さは12m、頂部の幅12～14m、底部の
幅は15～18mである。

 城壁には120mおきに見張り台が作られ、
城壁の外周には98の敵楼を設けられ、そ
の上に櫓が築かれている。

 西側の安定門は城壁の中で最大の門であ
り、シルクロードの発着点。

写真：百度
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写真：土井さん撮影

西安と古城壁
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百度画像：http://www.baidu.com/

西安の高齢者



写真：土井さん撮影

ザクロ

高齢者の暮らし



出典：World Population Prospects, the 2015 Revision (United Nations)より作成

【中国と日本の高齢者数と高齢化率の推移】 ％千人

急速な高齢化に進む中国
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西安市の高齢化の進行が速い

 60歳以上の人口推移：1990年は49万500人（総人口の7.94%）,2000年は7万3,900人(総人口
の10.23％)、 2015年は135.2万人（ 総人口の15.53% ）

 西安市の高齢者人口は毎年3％の速度で伸び、2040年にピークに達し、60歳以上の高齢者人口
は全市総人口の30％を占める見通し。

高齢化の度合いが高い

 全国や陝西省の高齢化率に比べて、西安市の高齢化は何れも高い水準。西安市の60歳以上の高齢
者人口が市の総人口に占める比率について、全国平均と比べると、2000年末時点では0.3％高く
、2004年末時点では1.8%高く、2009年末時点では1.55% 高かった。西安市の高齢者人口の
1982～1990年における年間平均伸び率は陝西省全体に比べて1.13ポイント高く、1990～2000
年は1.18ポイント高かった。

西安市の高齢者状況

【西安市概況】
・人口：843.46万、面積：10,108 k㎡
・西北地方の政治、文化、商工業の中心
・陝西省の省都、９つの市轄区と４つの県で構成
・市街地：新城区、碑林区、蓮湖区、灞橋区、

未央区、雁塔区⇒西安人口の77.2％
・郊外区：閻良区、臨潼区、長安区
・県 ：周至県、藍田県、戸県、高陵県

【高齢者人口】
・60歳以上の人口135.2万人（ 総人口の15.53%）
（2015年数値）
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出典： 「中華人民共和国高齢化問題に関する情報収集·確認調査最終報告書」
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【高齢者施設のタイプ】

※中国介護の度合い（３段階）
(「老年人社会福利機構基本規範」)
・日常生活を自立して行うことがで

きる「自理老人」
・日常生活において軽度から中度の

介助が必要で、多くの場合は手す
りや杖、車いす、昇降機を必要と
する「介助老人」

・生活全般にわたって常 時全面的な
介護が必要な「介護老人」

高齢者施設の現状

【高齢者施設数及び利用状況】
※政府が投資、運営する福利院や養老院の対象
・ 三無老人：扶義務者がいない、労働能力がない、収入

がない「三無老人」といった特定対象者や低所得者向
けの施設、これらの施設は主に農村部に集中。

・老年公㝢（高齢者マンション）：
安定した収入がある高齢者向けの福利院や自立で生活
できる高齢者が入居する高齢者マンション等の施設、
都市部を中心に展開されている。

※高齢者施設数と入居者数
・全市で運営されている老人介護施設の数は 63 か所（民

営34 か所、59.6%、公営23 か所、40.3%、6 か所不
詳）。民営施設の数は公営施設を抜いている。

・民営施設の入居者は 2927 人 で、介護施設に入居する
高齢者数の 74.8%を占め、施設介護を受ける高齢者の
主体部分となっている。



西安市各地域の老人介護施設

出典：西安養老院データ統計-2010

各地域の老人介護施設
・人口分布と老人介護施設の配置を対比させると、

人口増加の速度が速く、人口の比率が高い雁塔区
は老人介護施設も高い比率で集中しており、長安
区、未央区も応用の状況を呈している。

・西安市中心部の介護施設は敷地が狭く、ベッド数
も少なく、高齢者が急増する中で介護需要を満た
せない面がある

・郊外の介護施設は条件が良く、費用が高額である
ため、家庭への過度の経済的負担をもたらす

西安市各地域の人口比較

・西安市の人口分布は現在、都市の中心部から経済新興
エリアや郊外に広がる傾向がある。

・老人介護施設の分布もこの傾向に当てはまっているが、
高齢化問題がもたらす困難の緩和につながるか？
高齢者介護の需要解決につながるか？
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高齢者産業の課題
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項目 内容 課題

在宅介護 ・基本的に生活自立が可能な高齢者に対して
は家事代行、食事 提供、法律相談等
・要介護な高齢者に対しては、家事代行、家
庭保健、補助具配置、食事配送、 バリアフ
リー化、緊急呼出、安全援助などのサービス
を提供

・西安市の高齢者のいる世帯における「独居
化」の深刻 化が在宅介護に多大な圧力とリ
スク
・付帯設備が充実した社会介護ネットワーク
で在宅介護を支える必要性がある

自助介護 経済力のある高齢者が経済上、生活上子供に
頼らず、自己または配偶者に頼る介護方式。
通常、子供と同居していない

同上

地域密着
型介護

デイケアセンター、 託老所、地域密着型介護
センターなどの地域密着型介護施設が住宅団
地の付帯施設として建設計画に組み込む。近
場、便利、実用の原則に基づき、入所介護、
デイケア、一 時寄託などの多様な形式のサー
ビスを提供

・サービス内容の単一性、メンタルケア、
文化生活に関する内容の欠如
・高齢者の管理水準に対する評価が低い
・地域密着型介護従事者の関連知識について
の訓練が乏しく、職員体制が弱い

施設介護 国、社会組織、個人その他の社会組 織が開設
した、西安市に戸籍を置く高齢者、精神障害
者に養護、寄託、リハビリ介護などのサービ
スを提供

・老人介護施設の地理的配置がアンバランス
にあり、地理的配置の調整が必要

・老人介護施設そのものの水準が低く、サー
ビスレベルの向上が必要

出典：「陝西省城鎮社区養老服務現状分析及其体系構建――基于西安市的調査分析」2013年より作成
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西安市の高齢者関連政策・方針

 「西安市高齢者事業『12・5』計画」（2011年9月）の中で2015年まで西安市における高齢者
事業の全体的配置、発展の方向性、発展の目標、基本原則、主な活動が掲げられた。

「介護サービスの民 営化を重点として優先し、家庭と地域社会の役割発揮に力を入れ、齢者介
護サービス事業、産業の育成・発展に取り組む」、「在宅介護と施設介護の連携を徹底する。
家庭と地域社会の役割を生かし、在宅介護の地位を固める」、「在宅介護を基本に、地域をより
どころに、施設を支えにする社会介護体制を構築し、さまざまな形式が並存する新しい介護サー
ビスモデルを模索する」といった方針を定め、「配置を合理化し、機能を充実化し、サービス能
力を向上させる」という介護サービスの構図がほぼ形成。

 2012年、西安市政府は、「関于加快推進社会養老服務体系建設的実施意見（民間による介護サ
ービス体系推進の加速に関する実施意見）」を発表。

家庭と地域社会の二つの資源を動員し、在宅介護と施設介護の双方の長所を取り入れた地域密
着型の在宅介護方式の推進と同時に、高齢者介護市場の育成を狙い、在宅介護の支援体制を重点
的に整備し、高齢者デイケアセンター、託老所、高齢者活動センター、互助式高齢者介護センタ
ー等の地域密着型介護施設および地域密着型総合サービス施設の整備を推進する方針を掲げた。



西安市における高齢者向け産業への適応
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地域包括ケアシステム機能

つなぐタウンプロジェクト

地域包括ケアシステムの機能を備えた、中国の都心型「つなぐタウン」を検討したい

＋

出典：ＮＴＴ都市開発ＨＰ、厚生労働省ＨＰ
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補足）
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参考）都市建設の各段階政策及び主な変化

第一期 第二期 第三期 第四期

1949～1957 年 1958～1965 年 1966～1978 年 1978 年～現在

法制
度

法制度1950 年に西安市人
民政府は西安市城市総体規
劃の策定を開始した。
1954 年「西安市1953 年
～1972 年城市総体規劃」、
「東、西郊詳細規劃」、
「近期発展規劃」、1953 
年～1957 の第一期5 年計
画が制定された。

1958 年～1962 年の第二
期5 年計画が制定された。

1963 年～1965 年の3 年
調整期には、「都市維持
費」「公用事業付加税」
「工商業付加税」が追加さ
れた。
1966 年からの‘文化大革
命’は都市建設を停止状態と
した。

1973 年には環境保護機関
を成立した。環境問題が正
式に議事に提示された。
1978 年に「西安市1980 
年～2000年城市総体規
劃」の制定を始めた。
1983 年に「西安市1995 
年～2020年の城市総体規
劃」が制定された。

都市
の主
な変
化

西郊の主要道路が建設され
た。
大中型工業企業が総体規劃
に従って建設された。
歴史的雰囲気を保つために、
旧城区には充分利用、建設
せずに、新建設区は旧城区
から、東、西、南に拡大す
ると指定された。

‘大躍進’‘大都市’及び独立な
完備している工業体系の建
設という指導思想のもとに、
大型な機械、化学工業、鉄
鋼などの重工業企業の建設
によって、西安市は総合工
業体系に変化を遂げる。
この時期の基本建設と都市
基礎施設の建設には、比例
の不調和や投資の不平衡な
どの諸問題が現れた。

都市功能分区、緑化システ
ム、公園の美化、住宅建設
の合理標準などを批判され、
城市規劃管理機関が撤廃さ
れた。遺跡文物などが大量
に破壊された。

厳しくコントロール、保護
と改造の結び、充実的進歩、
遠郊の発展が原則として指
定された。これにより、人
口や都市面積の厳しくコン
トロールされ、古建築物、
遺跡や文物環境の保護、旧
城区の改造、衛星タウンの
建設、公園緑地の建設など
が行われている。

出典：「西安市における歴史名城保護計画に関する考察」



参考）大雁塔エリアの開発

 西安の南東部に位置する仏塔｢大雁塔（大慈恩寺）｣を中
心とした150haの地域に、観光ビジネス文化都市の開発

 古都西安の歴史的建造物である大雁塔周辺を唐の歴史文
化を尊重した現代唐風の町」としてつくりかえる庭園都
市計画の一部として計画された中国唯一の唐文化広場

 計画は、中国仏教発祥の地としての歴史を重視し、｢現代
唐風｣をテーマとした建築デザインと、地区の中央部に配
置した幅60ｍ、延長1.2ｋｍの歩行者専用道路｢雁搭南路｣
による象徴的な軸線の形成をテーマ



写真：土井さん撮影
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大雁塔広場
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大雁塔広場



写真：石田さん撮影
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大雁塔広場
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